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2特 色 3特 色

小学校理科は、未来を担う子どもたちが、初めて出会う科学的思考の場です。
豊かな自然に直に触れ、問題を見いだし、他者と協働しながら問題を解決していく

「科学的な営み」を、これまで以上に大切に教科書を編修しました。
長年培われてきた教育現場の実践を継承しつつ、理科の可能性をもっと広げる

「ハイブリッドな教科書」が、１人１台タブレット時代の教育現場をサポートします。

編修の基本方針1.

にこたえる
豊富な資料系コンテンツ

をサポートする
豊富な学習系コンテンツ

をサポートする
インタラクティブコンテンツ

資質・能力が育つ
未来をひらく

個別最適な学びもっと知りたい！協働的な学び

1特 色

理科の学びが
見える

理科がもっと
楽しくなる

自然との関わりをより大切に、これからの理科の可能性を広げる。

をもっと！未来を担う子どもたちに、わくくわ

●「見つける・調べる・まとめる」の
３段階の学びのサイクルで、
問題解決の力が高まります。

● 問題解決の過程を学びのライン
でつなぎ、児童も教師も学びの
見通しがもてます。

● 理科の見方・考え方のヒントを
「見える化」し、児童の主体的・
対話的で深い学びを実現します。

● 探究心をゆさぶる不思議な
写真や題材で、児童を主体的
な問題解決に導きます。

● ビジュアルで、ダイナミックな
写真・資料を豊富に掲載した、
資料性の高い教科書です。

● 実生活や実社会とのつながりを
大切にした、理科を学ぶ意義・
有用性を実感できる教科書です。

● 予測困難な時代を強く生き抜く
ために必要な理科の資質・能力
がしっかりと身につきます。

● 一人ひとりの防災・減災の意識
を高め、自然災害から身を守る
防災力を育みます。

● 持続可能な開発目標（SDGs）
などの諸課題を、教科横断的に
捉える視点を養います。

理科の学び ICTの活用×

1
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巻頭：学びの中でICTを活用してみよう（p.4～5）QR：理科室のまちがいさがし（p.111）

・気球ゲーム（p.153）
・野外に行くときの

服そう（p.11） など

他にも

● 理科の学びにおける ICT の効果的な活用例を
「活用の目的」とともに掲載しています。

● 授業での活用を想定した、インタラクティブな
コンテンツで、協働的な学びをサポートします。

巻頭：理科の楽しみ方「学びのサイクル」（p.2～3）

巻末：理科の見方・考え方（p.198～199）

● 単元内では、問題解決の各過程を言葉で大きく示すとともに、
全ての過程を「学びのライン」でつなぐことで、学びの見通しを
もちやすくしています。

問題解決の見通しをもちやすい
「学びのサイクル＆ライン」

● 巻頭の「理科の楽しみ方」では、問題解決の過程を
見つける・調べる・まとめるの３段階に分け、
理科の「学びのサイクル」をわかりやすく示しました。

深い学びのヒントを見える化した
「見方・考え方マーカー」

● 問題解決の鍵となる「理科の見方・考え方」に
マーカーを付すことで、児童の深い学びを
無理なくサポートし、資質・能力を育みます。

巻末では、理科の見方・考え方をまとめて紹介し、
さらに日常生活で見方・考え方が役立つ場面を、
漫画でわかりやすく紹介しています。

まとめる
3

・問題をつかもう
・問題

見つける
1

調べる
2

・結果から考えよう
・まとめ
・もっと知りたい

・予想
・計画
・観察・実験
・結果

2

1

理科の学びが 教科書見える1特色

4 年では特に、根拠の
ある予想や仮説を発想
する力を育みます。

活用の目的
「考えを
伝えたい」など

理科イラストデータ集 
学習に役立つイラストデータを
ダウンロードして使えます。

学びの
サイクル

見方・考え方
マーカー（p.56）

で をもっと！わくわく

WEB

単元内：問題解決を見える化した「学びのライン」（p.119～120）

2
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● 巻頭のガイダンスページでは、「自然の不思議との出会い」を
テーマに、児童の豊かな表情の写真と、探究の世界へいざなう
メッセージを添え、主体的に学習に取り組む態度を養います。

● ビジュアルで、ダイナミックな写真・資料を豊富に掲載した、
資料性の高い教科書です。

● 実生活や実社会とのつながりを
大切にし、「理科の広場」や「くらしと
リンク」などで、理科に関わる
身近な題材を豊富に掲載しました。
理科への興味・関心を高め、理科を
学ぶ意義・有用性を実感できます。

巻頭：ガイダンスページ（表紙裏～p.1）

単元内：理科の広場（p.150）

単元内：生き物の1年間に関する豊富な資料（p.186～187）

単元末：くらしとリンク（p.127）

● 豊富な資料系コンテンツで、児童の「もっと知りたい！」
にこたえ、観察・実験の技能も身につきます。

QR：実験用ガスコンロの使い方（p.123） QR：星空写真家KAGAYA氏インタビュー（p.79）

夏（p.52～53）
秋（p.104～105）

冬（p.134～135）

春（p.14～15）

「えっ？」「すごい！」「どうして？」
探究心をゆさぶる写真や題材が
主体的な問題解決に導きます。

1

理科がもっと 教科書楽しくなる2特色

“くらし” とのつながりがわかり、
理科を学ぶ意義・有用性を実感できます。

2

生命尊重や環境保護を意識できるよう、
適所にマークを表示しています。

で をもっと！わくわく

動 画 動 画

星座早見の使い方（p.60）
鳥の鳴き声（p.15） など

他にも

学習内容に関連した職業や
働く人のメッセージを紹介し、
キャリア教育の一助となる
ようにしています。

理科を活かして働く人
へのインタビュー 

3

4-�



●「まとめノート」で、学習内容をわかりやすくまとめる習慣づけ
ができるようにしました。ノート指導にも役立ちます。

●「たしかめよう」で基礎・基本の定着を図り、「活用しよう」で
知識を応用する力や科学的に説明する力が育つようにしました。

●「これまでの学習をつなげよう（p.180～181）」では、
複数の単元にまたがって学習した内容をもとに、
知識を関連づけて思考する力が育つように工夫しました。

単元末：まとめノート、たしかめよう、活用しよう（p.166～167）

SDGsに関する題材
（p.105）

ができるようにしました。ノート指導にも役立ちます。
基礎・基本の定着を図り、「活用しよう」で
科学的に説明する力が育つようにしました。

● 予測困難な時代を強く生き抜くため、
SDGsなどの現代的な課題を豊富に扱い、
教科横断的な視点（STEAMの発想）で
課題を捉えられるようにしています。

ウィズアース～雨のぼうさい～（p.37）

QR：スマート
かいせつ
（p.167）

巻末： ＷａＣＢＴ（p.200）

●「まとめノート」のQRコードから、
該当単元の学習内容をふり返る
補充問題に取り組むことができます。

●「たしかめよう」「活用しよう」の全ての問題
の解説動画を視聴でき、理解度に合わせた
個別最適な学びをサポートします。

3特色

理科の「基礎学力」が身につき、
「思考力・判断力・表現力等」が育ちます。

1

現代的な諸課題を
教科横断的に捉える
視点を養います。

● 自然災害から身を守る
防災力を高めるため、
「ウィズアース～○○の防災～」
を全学年に設けました。

防災・減災の
内容を全学年で
扱っています。

2

3 特設サイト

Ｗ
ワ ク ビ ッ ト

ａＣＢＴ
わくわく

CBT チャレンジ

補充問題・解説動画
個別学習に最適

で をもっと！わくわく

QR：わくわくSDGs（p.105）
STEAMに
関する題材
（p.49）

が育つ教科書未来をひらく資質・能力

動 画

WEB● SDGsやSTEAMに
関するより詳しい
情報を、特設サイト
から学ぶことが
できます。

総合的な学習の時間
などにもご活用いた
だけます。

● コンピュータ上で、映像から情報を
読み取り、問題に答える CBT ※です。
読解力や情報活用能力を育みます。

※ Computer Based
　 Testing　の略

回答に応じて、
フィードバックが
すぐに確認でき、
くり返し挑戦する
ことができます。

4
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対照表2.

プログラミング教育への配慮

●「やってみよう！プログラミング」を全学年に設け、
プログラミング的思考を段階的に育成します。

● ４年では、あたためられた空気が上に動くことを
応用して、思い通りに熱気球を操るQRコンテンツ
ゲームを体験できます（p.153）。

観察・実験の安全面・衛生面への配慮
● 観察・実験では、「注意」マークと注意文や、「ほごめがね」マーク、
「かん気」マークなど、視覚的にわかりやすい共通マークを設けて
います。

● 野外活動の際の有毒生物への注意や熱中症への注意、手を洗うなど
の衛生面にも配慮しています（p.11、51など）。

ご指導経験の浅い先生も、安心してご指導いただけるように。
●「学びのサイクル&ライン」により、児童・教師ともに問題解決の流れ（＝授業展開）がわかりやすい教科書です。
● 問題解決の鍵となる「理科の見方・考え方」を例示し、児童を価値づけるポイントが見えるようにしています。
● 充実した指導書（朱註冊子、解説冊子、データほか）で、日々の教材準備や個別的な指導を支援します。また、児童の書き込みが保存
できる学習者用デジタル教科書（有料）も発刊します。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3.

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

全体

● 理科の問題解決の流れをわかりやすく示しました。見通しをもった「主体的・対話的で深
い学び」を通して、真理を求める態度が養われるようにしています。（第１号） 全般

● 性別や人種等による役割を固定せず、児童一人ひとりが個人の価値を尊重しながら、
互いに協力して学びを深めていけるよう配慮しています。（第２号・第３号） 全般

● 多くの動植物や自然環境を紹介したり、適所に「自然を大切に」マークを表示したりする
ことで、生命尊重や環境への意識が高まるようにしています。（第４号）

p.11、112
など

● 持続可能な開発目標（SDGs）に関連する題材等を紹介し、環境の保全に寄与する態度や
国際社会の平和と発展に寄与する態度が養われるように配慮しています。（第４号・第５号）

p.105、150
など

巻
頭

理科の楽しみ方、
学びの中で ICT を活用
してみよう

● 問題解決の流れを、教科書の構成にそって丁寧に説明しています。また、問題解決
における「理科の見方・考え方」や「ICTの効果的な活用例」を児童の目線で例示し、児
童自身が主体的に学習に取り組めるように配慮しています。（第１号）

p.2 ～ 5

単
元
内

問題をつかもう ● 主体的に問題を見いだす場面を設け、真理を求める態度を育成できるよう配慮して
います。（第１号・第２号）

p.39、171
など

予想と計画、
結果から考えよう

● ４年では、思考力・判断力・表現力等として特に「根拠のある予想や仮説を発想する
力」を育むことを重視しています。自分の予想を理由とともに明確にした上で、他
者と協力しながら問題解決していく学習活動を通して、自主及び自律の精神を育成
し、責任感をもつことができるようにしています。（第２号・第３号）

p.30、172
など

器具の使い方 ● 観察・実験の基本操作を丁寧に説明し、基本的な技能が着実に身につくようにしま
した。動画コンテンツも用意し、安全にも十分配慮しています。（第１号）

p.40、123
など

まとめノート ● 学習内容をふり返ることで、知識が着実に身につくとともに、ノートのかき方の参
考として、表現力や創造性が培われるよう配慮しています。（第１号・第２号）

p.47、125
など

たしかめよう、
活用しよう

●「たしかめよう」では、単元の基礎的・基本的な知識及び技能の定着をはかる問題を
掲載しています。また、「活用しよう」では、身近な物事を科学的な視点で捉える活
用力が養われるようにしています。（第１号・第２号）

p.48、152
など

理科の広場、
くらしとリンク

● 身近な生活に関連した話題や日本の伝統文化、国際的な話題などを紹介しています。
理科の有用性や理科を活かした職業への憧れ、郷土愛を感じられるようにしました。
（第３号・第５号）

p.79、98、
127など

自由研究 ● 自らの興味・関心をもとにテーマを設定し、予想や計画を立て、自力で検証して解決する
研究活動を通して、自主及び自律の精神を養うことができるようにしました。（第２号） p.64 ～ 65

巻
末

かく、伝える
●「記録カードのかき方」や「ノートのまとめ方」を、参考例をもとに丁寧に説明し、表
現力の育成に資するようにしました。また、発表時の話し方・聞き方を扱い、相手
の立場に立って行動することの大切さを示しています。（第１号・第２号）

p.190～192

しせつの活用 ● 図書館や博物館、科学館などの公共施設の利活用を促しています。情報活用能力が身に
つくとともに、郷土の自然への愛着がわくようにしています。（第３号・第４号・第５号） p.193

ものづくり広場 ● 学んだことを活用して、自らのアイデアをもとにものづくりを行う場面を設け、創造
性を培うことができるようにしました。（第２号） p.196～197

5

4-�



学びのライン

p.172～173

p.174～175

編修上特に意を用いた点や特色1.

考ʙ結ʙ৽たͳ問題

習内容や生活経験からスムーズط
に学びにೖることができ、学びの
つながりや連ଓ性を意ࣝできます。

導ೖにふ͞わしい؆қ的な活動や
題材を取り上げ、児童の主体的な
問題づくりをଅします。

問題ൃݟ

予想・計画ʙݧ࣮・؍

まとめる
3

見つける
1

調べる
2学びの

サイクル

まとめる
3

見つける
1

調べる
2

p.170～171

授業のྲྀれや
ポイントがひと目で
わかる教科書です。

問題解決のྲྀれを「見える化」した学びのサイクルˍライン、
深い学びのヒントを「見える化」した見方・考え方マーΧーにより、
児童は、理科の見方・考え方を働かͤながら見通しをもって学びやすく、
ઌ生方にとっても、授業のྲྀれやධՁのポイントをѲしやすくしました。

（ˠ࣍ϖージࢀর）

見方・考え方マーΧー

1 理科の学びが 教科書見える

考察では、観察・実験の݁Ռを予
とরらし合わせながら、科学的に
ଥな݁を導きます。

問題を೪りڧく解決しΑ͏とする
態度や、৽たな問題発見にか͏
意ཉを高めます。

問題について自分なりに予し、
ଞ者とのରを通して、解決する
方๏を協働的にܭ画します。

観察・実験の見通しがもてるよう、
全ての実験手ॱを学びのラインに
Ԋって示しました。

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年
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発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教　科　書　名
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ྉੑࢿいߴ

ࡂݮ・ࡂをओ体తに考える

直接体験を大切にした
ICT活用の例示（p.80～81）

やってみたい！を引き出す単元導入（p.114～115）

理科を学ぶ意義・有用性を実感できる
「理科の広場」（p.124）

４年では、思考力・断力・ද現力として、特に
をとにɺ根拠のある予想やݧܦ習の内容や生活ط」
仮説を発想する力」をॏ点的に育むように、ஸೡにฤम
しました。

単元の「まとめノート」「たしかめよう」で、単元の
基礎的・基本的な学習内容の定着を図り、「活用しよう」で、
学びを日常生活に活用する思考力を育します。

p.175

ICTの活用例と目的（p.5）

日本各地の春のようす（p.19）

ウィズアース
～雨のぼうさい～（p.37）

生活ܦ験を関ͮけ、ࠜڌの͋る
予想を導きます。

理科の学習と
࣮生׆・࣮ ࣾձ
ͱのͭな͕Γ
を、教科のを
えて、
豊富に紹介
しています。

の教科書ʷࢴ *$T の豊富な
資料で、学びの個性Խ・指導の
個別Խをサポートします。

p.47

p.48

学びをৗ生活
に活用する。

自然災害を科学的
なࢹでଊえ、
ະདྷܕࢤの防災・
災を主体的にݮ
考えます。

知識ٴびٕ能の
定ணをはかる。

活用の目的
児童の୳ڀ৺
にՐをつける、
わかりやすい
単元導ೖで、
主体的な
問題ൃ見を
ଅします。

問題解ܾのྗをҭΉ ຊʙԠ用までしͬかりج・ૅج

問題解決の֤場໘で、児童が意識的に
理科の見方・考え方を働かͤながら思考
でき、「深い学び」が実現します。

ಐも、ઌੜも、理科がもっと2ࣇ 楽しくなる

がしっかりとにつく3 未来をひらく資質・能力

ओ体的な学びのݪ動力は、児童の「わくわく」する探究心。
自然と;れ߹͏ָしさ、科学的に考えるָしさがあふれる
तۀをサポートします。

自然との的なふれ合いを大切にしつつ、理科の問題
解決に有効な ICT の活用例を、「活用の的」とともに
దॴに例示しています。

ʮ理科ͬて楽しいʂʯをҾ͖ग़͢ もޮ果తに

学びの個性Խ・指導の

わたしたちの
町の春のようす

関ͮけの考え方

見方・考え方
マーΧー

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

খֶߍ ཧՊ ཧՊ ୈֶ̐

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教　科　書　名

1�4-���

ཧՊ�41� Θ͘Θ͘ཧՊ4�1ؗྛܒ�

2

4-�



ɹ点؍ ཹɹ意ɹ点 該当箇所

びٴຊ๏جҭڭ
学習ࢦಋཁྖの
९क

● 教育基本๏および学習ࢦಋཁྖの目標をୡ成するため、特に࣍の３を重視して
ฤमしました。
（1）�理科の学びが「見える」教科書
（2）�理科がもっと「ָしくなる」教科書
（3）�「ະདྷをひらく資 ・࣭能力」が育つ教科書

全体

内容・ ・ྻྔ

● 児童が自ら活動し、問題解決学習を行うのに適した時を配しています。
（ඪ४࣌ ���にରしてɺ࣌ ��ɺ予උ࣌ ��）

全体● 特に #۠分の単元は、ܥ統的なॱং性を確อした上で、قઅ的なෆ߹が生じ
ないよう、֎観察やࣂ育・培に適した時ظに配しています。また、「Նのۭ」
をՆٳΈલに設定し、ߍ֎学習やՈఉ学習のػձを生かせるようにしています。

ओ体త・ରతで
ਂい学び

●「ᶃ見つける」ɣ「ᶄ調べる」ɣ「ᶅまとめる」の 3ஈ֊の学びのサイクルをくり返
すことで、問題解決の力が高まります。

全体
● 問題解決の֤աఔをݴ༿で大きく示すとともに、全てのաఔを学びのラインでつな͙
ことで、児童自身が見通しをもって主体的に学るように配慮しています。

● 予想・計画の場面や考察の場面では、理科の見方・考え方をಇかせた対話的な学習
活動を例示し、深い学びにつながるようにしています。 p.30、84、172など

● 。の「伝える」では、話すとき・聞くときのཁを例示していますר p.192

ࣝٴびٕの
習ಘ

● 単元の「まとめノート」では、単元の学習のཁを一ཡでふり返ることができ、
「新しく学習した言葉」で用ޠの定着も図ることができます。 p.25、76、177など

● 単元の「たしかめよう」では、基ૅ的・基本的な問題を掲載し、ࣝٴびٕ能の
習ಘにつながるようにしています。 p.26、77、178など

●「器具の使い方」など、観察・実験の基本的なٕ能は、教科書と23コンテンツの
動画をซ用することで、一定着͞せることができます。 p.40、60、123など

考ࢥ ・ྗஅ ・ྗ
දྗݱのҭ成

● 問題解決の֤աఔにおいて、対話的・協ಇ的な学習活動をॆ実͞せ、思考力・判断
力・表現力等が育まれるように配慮しています。 p.22、116、149など

●「これまでの学習をつな͛Α͏」では、ෳの単元にまたがって学習した内容か
ら、ࣝを関連づけて思考する力がつくようにしています。 p.180 ～ 181

● 単元の「活用しよう」では、図やࣸਅからใをಡΈऔる問題などを扱い、思考
力が高まるようにしています。 p.36、88、152など

● の「WaCBT（ワクビット）」では、ө૾を見て問題にえるC#Tコンテンツをר
体験することができ、ಡ解力やใ活用能力の上が図れるようにしています。 p.200

学びにかう ・ྗ
ਓؒੑのᔻཆ

● μイφϛοクな自然ࣸਅや児童のいきいきとした活動ࣸਅ、日ৗ生活とつながる
ࣸਅ・資ྉを多く掲載することで、児童の୳究心をΏ͞Ϳり、主体的に学習にऔ
りめるようにしています。

p.38、58、80、
114、154など

● 問題解決の流れのதの適所に「っと知りたい」を設け、৽たな問題発見にかう
意ཉを高め、学びの連続性を意ࣝできるようにしています。 p.32、42、146�など

理科のݟ方・
考え方

● 問題解決の伴となる「理科の見方・考え方」にマーカーをすことで、児童の深い
学びをແ理なくαϙートし、資 ・࣭能力の育成につな͛ます。 p.22、69、116など

● 4 年では、「関づけ」の考え方などをಇかせながら、特に「ط習内容や生活ܦ験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想する力」を重的に育むようにฤमしてい
ます。

p.30、119、172など

● では、理科の見方・考え方をまとめて紹介し、͞らに日ৗ生活で見方・考え方ר
が役立つ場面をອ画で紹介しています。 p.198 ～ 199

࣮・؍ ͳͲのݧ
活動

● 観察・実験のखॱを学びのラインにԊって丁寧に記ड़することで、見通しをもっ
て観察・実験を行えるようにしています。 p.45、129、159など

● 実験をਖ਼しく安全に実ࢪできるよう、「みんなで使う理科室」で、理科ࣨのଋや
実験த、実験લޙでの意߲ࣄのཁをまとめて掲載しました。 p.110 ～ 113

● 全般にわたって、丁寧な意文にՃえ、「注意」「΄͝めがͶ」「かΜؾ」マークなど、
視֮的にわかりやすいڞ通のマークを設けています。

別ಛ৭4؍ ྩのຊܕ学ߍ教育ʙ のߏஙをࢦしͯʙ
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ɹ点؍ ཹɹ意ɹ点 該当箇所

理科を学Ϳ意 ・ٛ
༗用ੑ、
ΩャリΞڭҭ

● 単元内の「理科の場」や単元の「くΒしとϦンク」では、実生活や実ࣾձと関連
した題材をϏδϡアϧなࢴ面で扱い、理科に一興味をもͪ、理科を学Ϳ意 ・ٛ
༗用性を実感できるようにしています。

p.27、49、98、
127、168～ 169など

● 学習内容に関連した৬ۀや人物をਵ所に紹介し、ΩϟϦア教育の一ॿとなるよう
にしています。 p.78 ～ 79、105、188

学習ධՁ

● 単元の「たしかめよう」はࣝٴびٕ能、「活用しよう」は思考力・判断力・表現力
等のධՁに活用できます。 p.48、100、126など

や「ϊートのまとめ方」を参考に観察・実験の記録をするこ「Χーυのか͖方ه」●
とで、ධՁに活用できるようにしました。 p.190、191

� ਓ � 
のରԠڥ

● 児童の体験を通した学びを大切にしつつ、学びのதで効果的に ICT を活用
する例を、「活用の目的」とともにਵ所に掲載しています。 p.4 ～ 5、13、23など

● 面に23コードを掲載し、「協ಇ的な学び」をαϙートするインタラクティブࢴ
コンテンツ（γϛϡϨーγϣン等）、「もっとりたいʂ」にこたえる資料系コンテ
ンツ（動画・8&#Ϧンク等）、「ݸ別࠷適な学び」をαϙートする学習系コンテン
ツ（ิॆ問題・解説動画等）などのデδλϧ教材を๛に用意しました。

p.11、19、41、
76、77、111など

個別最適ͳ学び
のྀ

● 単元の「まとめノート」の23コードから、単元の学習内容をふり返る「補充問
題」にऔりむことができます。 p.35、87、166など

●「εマートかいͤつ」では、「たしかめΑ͏」「活用しΑ͏」の全ての問題の解説動画
を視ௌでき、理解に߹わせてݸ別࠷適に学習できるよう配慮しています。 p.36、88、167など

ಇతͳ学びڠ
のྀ

● 自分と他者の考えをൺֱしたり、他者と協ಇして実験計画を立Ҋしたりする活動
場面を例示し、協ಇ的な学びが実現するように配慮しています。 p.33、82、172など

● तۀでの活用を想定した、インタラクティブなQRコンテンツで、協ಇ的な学
びをαϙートします。 p.41、111、153など

ଞڭ科とのؔ࿈
ʢΧリΩϡϥϜ・
Ϛωジϝントʣ、
4T&". ҭڭ

● 適所に表示した「他教科マーク」で、他教科との関連を意ࣝできます。 p.63、68、101など

●「理科につながるࢉのまͲ」では、「ંれ線άϥϑのかき方、ಡΈऔり方」、「֯の
大き͞のはかり方」をとり上͛、ࢉ科との関連が意ࣝできるようにしています。 p.194 ～ 195

● 理科の学習をϕーεに、ٕज़やものづくり、アート、ࢉ・学的な発想をΈ
߹わせた題材には、「STEAM　理科×アート」などのマークをし、教科ԣ断的
な考え方や視が養われるようにしています。

p.63、79、124

学とのଓ、
খ中ଓ、
科୲੍のڭ
ྀ

● 単元ಋೖや本文தの適所に「思い出そう」を設け、理科のط習内容や他教科での学
習、生活ܦ験などをふり返って関づけることができるようにしています。 p.29、67、91など

● たり͛学年Ҏ߱の学習内容など、興味・関心にԠじて学習を͞らに深めたり࣍
できるՕ所に、「はってん」のマークを表示しています。 p.62、98、144など

● ５・̒ 年教科୲੍に配慮し、３・４年の単元ಋೖでは「問題をつかもう」で理科
のૉ֓೦・問題発見を特に大切にし、５・̒ 年の単元ಋೖでは「はじめに考えよ
う（もう一度考えよう）」で科学的な֓೦ܗ成・自ݾ成を特に大切にしています。
また、３・４年と５・̒ 年でデβインの৭ௐをมえ、３・４年では理科の興味・関
心をよりひき立てる৭ௐを࠾用しています。

p.21、39、91など

ଓՄͳ࣋
։ൃඪʢ4%(Tʣ、
ҭڭڥ

● SDGs に関連する題材には、関連する目標のマークを示し、͞ らに特設αイト「わ
くわく SDGs」で、よりৄしいใをることができます。 p.11、105、179

●「理科の場」や「くΒしとϦンク」などでは、生物のڞ通性・多༷性や生໋のਆൿ
͞を実感できる話題を紹介し、自然環境の意ࣝを高めるようにしています。 p.19、53、139など

●「自然を大切に」マークを適所に設け、環境の意ࣝづけを行っています。 p.10、11、112

ࡂݮ・ࡂ
● 自然ࡂから身をकるࡂ力を高めるため、全学年に「ウィズアース～○○の防
災～」を設けました。自然ࡂを科学的にଊえ、自分たͪにできることを主体的
に考えることで、ະདྷܕࢤのࡂݮ・ࡂ教育の実現をࢧԉします。

p.37

ϓϩάϥϛンά
学習

● ϓϩάϥϛンά的思考をஈ֊的に育成するため、全学年に「やってみよう！プロ
グラミング」を設けました。４年では、あたためられたۭؾが上に動くことをԠ
用して、思い通りにٿؾを操る23コンテンツήーϜを体験できます。

p.153

ՈఉやҬとの
࿈ܞ

● Ҭの自然環境やࢪ設などを生かした学習ができるよう配慮しています。 p.193�など

●「自由研究」の特ूϖーδを全学年に設け、研究のਐめ方や参考図書を紹介するこ
とで、Ոఉと連ܞした理科学習をࢧԉし、Ҭ等の図書館の活用も促しています。 p.64 ～ 65
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～インクルーγϒ教育の実現にけて～
特別ࢧԉڭҭ ਓݖ・ジΣンμー・ࢱ Ϣχόーサϧσβイン
問題解決の各過程を「学びのラ
イン」にԊって示したり、ຊ文
などのテΩストを意味վߦし
たりするなど、特別支援教育
のઐՈのमのԼ、全ての
児童が支োなく、མちணいて
学るよう配慮しています。

写真やૠֆは、உঁの役ׂを
力しながڠいにޓ、ఆせͣݻ
らੵۃ的に活動するようすを
ඳ写するなど、ੑ別・ਓछ・身
体的特にे分配慮してฤम
しています。

のϑΥントに̪̙ϑΥࣈຊ的な文ج
ントを࠾用し、視ೝੑとՄ読ੑを高
めています。また、৭֮の個ਓࠩを
問わͣ、ࢴ面の内容が別しやすい
配৭・デβインを用い、メディア・Ϣ
χόーサル・デβインڠ会（M6D）に
よるೝূをਃதです。

対照表2.

ɹ点؍ ཹɹ意ɹ点 該当箇所

֎活動に͓͚る
意、中ରࡦ

● ֎の活動では、ಟを持つ生き物やかͿれる植物の意にՃえ、खをચうなど
のӴ生面の配慮も示しています。 p.11、103など

● 特にॵ͞がݫしい時ظの֎活動では、தの意を促しています。 p.51

のߍٳ࣌ྟ
ྀ、学ߍ֎での
学習活動

● ྟ時ߍٳ等の際にも学びをࢭめないよう、ࣸਅや資ྉを๛に掲載し、͞らには
自学自習に適した単元の問題や学習系QRコンテンツを用意しています。 全体

● ఱ体観ଌの場面では、อޢ者といっしΐに観ଌしているイϥεトを掲載し、Ոఉ
学習のػձを促しています。 p.60、131

用ࢴ・ҹ・ຊ
● ܰྔでҹが明な用ࢴや、"#判でも開きやすくڧもอてる「あじΖ௲じ」を
をࢴ生࠶・用しています。また、アϨϧΪーや環境にも配慮し、植物༉インΩ࠾
。用しています

全体

図書の構成・内容 学習ࢦಋཁྖの内容 該当箇所 当࣌
˓ 理科のΨイμンε ̖、̗ 表ࢴཪ～p.5 1
１ɽय़の生き物 （̗２） p.8 ～ 19 8
２ɽఱؾと１日のؾԹ （̗４）ア（ア）、イ p.20 ～ 27 5
３ɽ面を流れるਫのΏくえ （̗３） p.28 ～ 37 6
４ɽిؾのはたらき （̖３） p.38 ～ 49 7
˓ Նの生き物 （̗２） p.50 ～ 57 4
˓ Նのۭ （̗５）ア（イ）、イ p.58 ～ 63 2
˓ 自由研究 ̖、̗ p.64 ～ 65 2
５ɽ݄やの動き （̗５） p.66 ～ 79 6
̒ɽとじこめたۭؾやਫ （̖１） p.80 ～ 89 6
̓ɽώトの体のつくりとӡ動 （̗１） p.90 ～ 101 6
˓ ळの生き物 （̗２） p.102 ～ 109 4
˓ Έんなでう理科ࣨ （̖２） p.110 ～ 113 2
̔ɽもののԹと体ੵ （̖２）ア（ア）、イ p.114 ～ 127 8
˓ ౙのۭ （̗５）ア（イ）（）、イ p.128 ～ 131 2
˓ ౙの生き物 （̗２） p.132 ～ 139 3
̕ɽもののあたたまり方 （̖２）ア（イ）、イ p.140 ～ 153 7

１̌ɽਫのすがた （̖２）ア（）、イ p.154 ～ 169 7
１１ɽਫのΏくえ （̗４）ア（イ）、イ p.170 ～ 179 5

˓ これまでの学習をつな͛よう （̖１）、（２）、
（̗４）ア（イ）、イ p.180 ～ 181 1

˓ 生き物の１年ؒ （̗２） p.182 ～ 187 2
˓ ５年にけて ̖、̗ p.188
˓ Φολーのしりΐうࣨ ̖、̗ p.189 ～ 199
˓ ̬̰̘̗̩ ̖、̗ p.200
　　　　　 ʪ標४時 105ʫ 計94（予උ11）
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